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論 文 内 容 の 要 旨 
１．本論文の研究背景と研究方法 
 本論文は、これまでの日本語教育が個々の学習者の個別性に対してあまり関心を払わず、グループとして捉えてき
たことを指摘し、コミュニカティブ・アプローチによる言語教育が主流をなしている現在、学習活動の柔軟性、学習
者を主体とする人間関係の捉え方、社会との関わりといった側面とうまく融和した新しい日本語教育が必要であると
主張した。そして、台湾における日本語教育の現状を考察し、画一的な文法項目、教授法におけるオーディオリンガ
ル法の要素を含んだオーラルアプローチだけでは、多様な日本語学習者のニーズに応えられないという問題点を指摘
した。 
 研究背景として、ホスピタリティ産業の人材を育成する台湾の高雄餐旅学院を例に、日本語を学習する時に直面す
る３つの問題点、つまり、履修時間の不足と、テキストが学習者のニーズに合わないことと、敬語の習得ができない
点について述べた。学習時間が不足する中、教材で十分に扱われなかった敬語の文法項目とその使用方法をいかに教
育するかを検討した。しかし、敬語学習を中心とした日本語学習は普遍性がなく、すべての学習者に必要とは限らな
いため、これらの問題点を解決するために、初級段階から敬語を学習するための教材開発を提案した。その提案は、
野田（2006）で述べている日本語教育文法に関する方針を参考にし、日本語教育現場で指導する文法項目に学習者の
ニーズを反映させ、見直す必要があると指摘し、教師が「教え方」を工夫するだけではなく、「教える内容」につい
ても抜本的な見直しが必要であると主張した。 
 より効果的に敬語学習に取り組めるような教材作りと指導方法の革新を目指した。その研究方法は、今日の日本語
学における敬語と待遇表現に関する定義を考察し、社会言語学における待遇表現の使用に関する原則と比較したうえ
で、台湾で最も多く使用されている一般日本語学習者向きの日本語教材と、日本と台湾で出版されたホスピタリティ
産業に従事する人のための日本語教材、日本で出版されたサービス産業の指導参考書の３種類の教材を考察した。そ
して、学習者の敬語の誤用と母語に存在する敬語の違いを比較し、それに連携する敬語の基本的な文型のみを選出し
た。本研究で定義した敬語と待遇レベルから、すべての文法項目ではなく、初級段階で必要な文法項目と必要な敬語
表現形式をまとめ、独自のテキスト『多場面機能日本語会話－初級１』を作成した。 
 あらゆる会話場面のバリエーションがある中から、同じ内容の会話を場面や会話人物によって３種の表現形式に変
換し、それらを併記したテキストに仕上げた。 
【２】
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 そのテキストを授業で使用し、学習者の学習成果、特に、教学目標に掲げた日本語の敬語と待遇表現を使用する意
識とその運用能力を評価するために、敬語に関するテストと日本語による台本作りを通して検証した。 
２．研究結果のまとめ 
 敬語に関するテストでは、136 時間の講義を受けた A グループと 64 時間の講義を受けた B グループを考察対象に
した。A グループは B グループのおよそ２倍の学習時間である。学習時間に比例して、テストの正答率は高かったが
大きな差ではなかった。つまり、B グループの学習者は僅か 64 時間しか授業を受けていないが、敬語を使用する概
念を教材で継続的に呈示することにより、ある程度正確に敬語を使用し、敬語の概念をある程度構築することができ
たと考えられる。 
 外国人日本語学習者が最も知るべき日本語の敬語の特徴は、日本語の敬語は敬語でない語との対応において成立し、
意味的共通性を持った体系をなしていることである。同じ１つの事物を表す言葉に対し、人間関係に応じて敬意に基
づいた別の語を用いることは、一つ一つの言葉にそれぞれ語彙的に異なる敬語形が存在するわけではなく、その語に
敬語的成分を付加してはじめて敬語を構成する場合の多いことを特徴としている。『多場面機能日本語会話－初級１』
を使用した学習者のこの特徴に対する理解は、学習者が前期と後期の台本に使用した文法項目に関する結果から、学
習者は設定した場面や登場人物に従い、同じ意味でも異なった表現形式を使い分けており、日本語の敬語と待遇表現
の使用について意識と概念が定着していると考えられる。 
 その一方、学習者のレベルは初級段階であり、授業数の多い A グループでも 136 時間しか受講していないため、語
彙数不足である。しかし、習得した文法項目が多くなるにつれ、それを用いて台本に表現したい気分も高まる。しか
しながら、今回学習者が作成した台本の会話文を見ると、場面や登場人物に適した待遇レベルを用いる意識があって
も、対応する待遇レベルの文法形式へ変換する余裕がなく、敬語使用を避けたり、語彙の発音やつづりを間違えたり、
表現したい意味と用いた文法形式とが一致しなかったり、意味不明の箇所が多数あった。 
 これらの誤用について、今後日本語の一般的な文法と敬語の形式との配合に熟練させる必要がある。また、教師が
サービス産業に関連する日本人の会話場面を日本語のドラマや映画などを鑑賞し、言葉遣いを解析することにより、
実生活での待遇表現意識と敬語に関する文法項目の使用例を示すことにより、学習者に思考を促し、練習させる必要
があると考える。 
３．本研究の反省 
 １）観察期間について 
 １年間の授業で学習者が日本語の敬語と待遇表現に関する使用意識と運用方法を習得したとしても、この習得した
敬語使用の概念と意識が、その後の日本語の学習活動や仕事で応用できるかどうかは、経過を観察していないため不
明である。 
 ２）学習効果の評価対象について 
 今回の敬語教育に関する授業評価では、対象はすべて『多場面機能日本語会話－初級１』を使用した学習者であっ
た。学習期間による学習効果の相違を比較することはできたが、他の日本語教科書より本テキストを使用したほうが
より効果的に敬語を学習できるかについては検証できていない。 
 ３）『多場面機能日本語会話－初級１』を使用した授業への反省 
① 漢字圏の学習者の利点として、日本語の漢字の単語を今まで以上に多く導入すべきである。 
② 教科書における敬語形式の選択は簡略しすぎないように注意する。 
③ 非過去形以外の文型で尊敬語と謙譲語の語彙と合う表現練習を加える。 
④ 日本社会での言語使用の慣習と背景を説明する「豆知識コーナー」や台湾の言語使用慣習と対照する「日台
言語表現の比較コーナー」をさらに充実させる。 
⑤ 中国語による文法と文型使用の説明を加える。 
 ４）『多場面機能日本語会話－初級１』を授業で使用する場合の注意点 
① 仕事から私生活へ切り替えるなど、場面に応じた待遇レベルの調節を強調する。 
② 学習者が自己表現できるような機会を与え、学習者同士の共同活動を実施する。これにより、互いの敬語使
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用に関する問題点を討論し、教師と学習者の間で、その解決方法を討論し、反映し合うことによって、日本
語を使用する機会の不足を補う。 
③ 話し手、聞き手、話題の人物や場面の対応に注意しながら、語彙や文末形式に文法的手続きを行い、文を転
換していく文法や文型を熟練する。 
④ 学習者に話者と聞き手の間の上下関係や親疎関係や恩恵関係などを認識させたうえで、一連の会話の流れの
中で安定した待遇レベルの表現を保つように指導する。 
⑤ 授業中の説明だけではなく、日本人の会話形式と待遇表現が切り替わる場面の心的状況を理解するために、
サービス業に関する日本語のテレビドラマや映画を鑑賞し、授業内容と実質的な会話場面とを比較した敬語
教育を施す。 
４．結び 
 本研究では待遇表現の理解と使用を中心としたホスピタリティ産業に対応するための日本語教育を構想し、これま
での日本語教育現場での敬語教育の問題点を指摘し、教授内容とその方法について抜本的な改善策を考え、新たな革
新を試みた。独自にテキストを作成し、それを使用して初級学習者に敬語学習の実験授業を実施し、授業評価を行っ
た。結果として、学習時間が短く、母語の影響や、語彙力と文法活用能力の不足から、敬語と待遇表現を使用する意
識があっても、適切な表現ができなかった部分もあった。完璧な学習結果を得たとは言えないが、本研究で提案した
３つの待遇レベルの表現形式を一度に呈示するテキストと指導法によって、初級の日本語学習者における敬語と待遇
表現の使用意識の構築とその運用という教育目標をある程度達成できたと言える。 
 しかし、今回のテキストの編集は主に初級の文法項目が中心で、初級学習者が使用する会話に必要な文法項目を厳
選した。『初級１』では、名詞、助詞、形容詞などを使用したが、日本語学習の最も重要な鍵である動詞の使用につ
いては、「辞書形」、「連用形」、「テ形」と「タ形」の基本的な形式しか紹介しなかった。 
 台湾では、職業高校や大学で応用外文科日本語組が多数設置されている。それに伴い、一般の日本語学習者を対象
とした日本語学習に関する教材が多数出版されている。しかし、特別な学習を目的とする日本語の教材は多くない。
特に、敬語学習に関する教材開発は中級と上級文法を学習した人を対象にしたものが多く、入門段階からの敬語と待
遇表現の使用に取り組んだ教材は非常に珍しい。本研究での『多場面機能日本語会話－初級１』の作成をきっかけに、
今後の実践として、『多場面機能日本語会話－初級２』を作成し、さらに多くの日本語の敬語教育に関する研究と教
材開発に力を注ぎ、より有効な敬語教育を目指し、台湾での日本語教育に貢献していきたい。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究はホスピタリティ産業に従事することをめざす台湾の大学生を対象とした基礎日本語教育における JSP
（Japanese for Specific Purposes）の教育方法を考察している。ホスピタリティ産業では待遇表現を正確に用いるこ
とが求められるが、その待遇表現を基礎日本語レベルの教育において導入した著者独自のテキストの作成に基づき
JSP 教育における体系的な指導方法を考察し、テスティングや学習者による台本作成等の分析により教育成果を検証
している。 
 従来の JSP 教育では、特定場面に則した表現を単に記憶するだけになる傾向があり、必ずしも体系的な指導と学習
を保障するものではなかったが、本論文の研究は、待遇表現の理解と基礎的な日本語の体系的指導を融合したという
点で斬新であり、従来の JSP 教育とは一線を画すものである。 
 本論文の研究内容は決して単なる実践報告ではない。著者が開発した教材の理論的な位置づけを論じたうえで、実
施された教育の目標や具体的な実施方法を詳細に論述し、効果的な JSP 教育について考察している。さらに、筆記テ
ストやグループ単位での会話・台本作成等で得られたデータを綿密に分析して、教育成果を分析評価している。本論
文は基礎日本語教育における JSP 教育への実践的な取り組みを理論的に位置づけ、その成果を実証的に検証したとい
う点で充分独創的な研究であり、外国語としての日本語教育の分野において少なからず貢献していると言える。 
 以上により、本論文は博士（言語文化学）の学位論文として十分価値のあるものであると認める。 
